
「旭市総合教育会議」を設置
　市では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律」が、平成27年４月１日に施行され
たことに伴い、旭市総合教育会議を設置しました。これ
は、市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、地域の
教育の課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反
映した教育行政を推進していくことを目的としています。

教育に関する大綱を市長が策定
　教育の目標や施策の方針を定める教育に関する大綱に
ついても、総合教育会議において協議・調整し、市長が
策定することになります。市長と教育委員会は、策定し
た大綱の下、それぞれの所管する事務を執行します。

第１回旭市総合教育会議を開催
　平成27年度第１回旭市総合教育会議を７月15日、海
上支所で開催しました。
会議概要
①「旭市総合教育会議運営要綱」の制定について
　会議の招集や緊急の場合における、会議の開催方法な
どが話し合われ協議が整いました。
②教育に関する「大綱」の策定について
　国の教育振興基本計画における基本的な方針を参考に
し「旭市総合計画」と今年度策定する「旭市総合戦略」を基
本として、今年度中に策定することになりました。
　くわしい内容は、庶務課庶務班（☎55-5721）まで問
い合わせてください。

全ての地方公共団体に総合教育会議を設置

●予算の編成・執行
●条例案の提出

●公立学校の設置・管理・廃止
●教職員の人事
●教育課程、生徒指導
●教科書、そのほかの教材の取り扱い
●施設設備、整備
●社会教育
●スポーツ、文化、文化財

■市長が招集。会議は原則公開。
■構成員は市長と教育委員会（必要に応じ意見聴取者の出席を要請）。
■協議・調整事項は以下のとおり。
　①教育行政の大綱の策定
　②教育の条件整備など重点的に講ずべき施策
　③児童・生徒などの生命・身体の保護など緊急の場合に講ずべき措置

総合教育会議の設置
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あまり教育に口を出さない方がいいのかな？ 予算の権限を持つ市長は
どう考えているのかな？
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　干潟中学校は、旧干潟町立東中学校・中央中学校・西
中学校が段階的に統合し、昭和47年４月に現在の干潟中
学校となり、今年度で44年目になります。昭和47年の統
合時の生徒数は503人（13学級）でしたが、今年度は165
人（６学級）で、今後はさらに減少が見込まれています。
　干潟中学校では９月の体育祭において、統合前から男
子は組み立て体操、女子はダンスを行い、体育祭の華と
なっていました。しかし前述したように生徒数の減少で、

組み立て体操の実施が難しくなったことから、平成19
年度からソーラン節を男女合同で演舞するようになり、
今年度で９年目を迎えます。現在では、夏休み中の練習
から、上級生が下級生に踊りを教えるという形で受け継
がれてきています。また平成21年度には、３年生が自
分たちで作った法被を着用し、それを代々３年生が着用
するようになりました。
　「干潟中ソーラン節」は干潟中体育祭の花形の一つであ
るだけでなく「旭市中学校合同文化祭」や「ふるさとまつ
り・ひかた」などでも演舞し、他校の中学生や多くの市
民の皆さまからも好評をいただいています。干潟中学校
ではソーラン節をはじめ「黙って清掃」や「制服での下校」
などを伝統として取り組んできております。このように
伝統を受け継ぐことで、現在の干潟中生の姿が作り上げ
られていると思います。
　今後もこの伝統を引き継ぎながら、より良い成長を支
援していきます。
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